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  平成２９年度 第２回 大阪市立加美南中学校 学校協議会 実施報告書 

   校園名 大阪市立加美南中学校 

                           校園長名  河野 正一       
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場 所 大阪市立加美南中学校 図書室 

出 

席 

者 

委員 

など 

佐藤  貢（会長）  鷹家 安信（副会長）  山本 章浩（委員） 

阪口 卓也（委員）  山口 慶次郎（委員）  西井 百合子（委員） 

羽山薗 和美（委員）   

校園 河野 正一（校長） 上田 武豊（教頭） 

区役所  

議題 

（１）全国学力・学習状況調査の結果について 

（２）「運営に関する計画」中間評価について 

（３）学校安心ルールについて 

（４）意見交換 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) 

 

 

(2) 

 

 

 

 

(3) 

・学力を高めるための取り組みを

実施し、無解答率を減らす努力を

続けていく。 

・中間評価をうけて、学力の向上

など、後期に向けてさらに改善で

きる点については積極的に取り

組んでいく。地域との連携をさら

に強めていく。 

・学校安心ルールを試行実施し、

日常の生活指導に役立てていく。 

 

 

 学校全体が落ち着いてきており、それに伴い教科指

導や人権教育、キャリア教育など充実が図られよう

になってきている。ただ地域でのあいさつが十分で

きていない面があり、生徒たちに今以上に意識を持

たせていく必要性がある。 

 全国学力・学習状況調査の結果については、平均点

が伸びなかったことは一番の課題であるが、それ以

外に無解答  率の多さや、自己有用感が少し低い

ことなどが懸案事項として出された。 

 不登校生へのさらなる取り組みができないものか意

見が出された。 

 学校安心ルールについては、本校の生活指導は充実

しており、すでにここに書かれていることについて

は、実践できているのではという意見が出された。。 

 地域で支える学校づくりを今後とも継続したい。 

協議 

資料 

全国学力学習状況調査の結果 

平成２９年度「運営に関する計画」中間評価 

学校安心ルール 

備考 
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